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１ はじめに 
 私は、シミュレーションについて興味があり、

実際に自分が想像したものを作成することがし

てみたいと思い、３Ｄプリンタを用いて様々な作

品を作ることを目標とした。３Ｄプリンタとは

3DCAD、3DCG データをもとにして、スライスされ

た２次元の層を１枚ずつ積み重ねていくことに

よって、立体モデルを造形する機械である。この

機械を巧みに操り、研究に臨んだ。 

 

２ 研究内容 
 ３Ｄプリンタを用いて材料であるフィラメン

トを溶かし、造形物を制作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 3Dプリンタ本体 

 

３ 研究過程 
４月～５月 3Dプリンタについてインターネッ

トや書籍による調査・研究 

６月～８月 実際に３Ｄプリンタを操作し作品

制作 

９月～１０月ロゴやiPhone８のスマホケースな

どの制作 

１１月   文化祭に向けて、高品質な作品制作 

１２月   iPhone８だけでなくiPhoneⅩのス

マホケースの制作 

１月    レポート作成 

  

４ 研究成果 
まず始めに、テーマ名である「３Ｄプリンタの

活用・研究」を制作した。出力時間は概ね３時間

を要した。出力が終わり、作品の出来栄えを確認

してみると「・」の部分がうまくフィラメントが

乗っておらず、すぐに壊れてしまうのではないか

と思われた。そのため、ホットボンドを使い壊れ

そうなところを頑丈に固めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ ３Ｄプリンタで制作したロゴ  

 

次に去年の先輩の作品を参考に iPhone８のスマ

ホケースの制作をした。カメラの位置や電源ボタン

の位置など微調整が必要とされる箇所が多くあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ iPhone８の作品 

 

最近発売されたiPhoneⅩのスマホケースも作

ることができるのではないかと思い、作っていこ

うと考えた。さらに、白色のフィラメント以外に

赤色や透明色、黒色などのフィラメントを用いて、



作品づくりに取り組んだ。いろんな色で試したと

ころ、ミスが目立たない観点で検証したところ、

白色と赤色がよいことがわかった。黒や透明はわ

ずかに粗さが目立ってしまうところがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ iPhoneⅩの作品 

 

さらに、フィラメントについて詳しく研究してい

った。昨年までは3mmのフィラメントを使用して

作品を作っていた。今年から1.75mmのフィラメン

トも使用して、3mmと1.75mmとのフィラメントの

違いによってどのような変化が生まれるのかを

検証した。また、フィラメントを変えるときはフ

ィラメントが吐き出されるプリントヘッドと呼

ばれるパーツを交換しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ プリントヘッド（3mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ プリントヘッド（1.75mm） 

 

実際に３Ｄプリンタで出力し多少の差である

が作品に違いがみられた。1.75mmの方が細部まで

しっかりとフィラメントが埋め尽くされており、

1.75mmのフィラメントで制作した造形物が高品

質であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ 作品比較 

 

５ まとめ 
 研究では３Ｄプリンタを用いて様々な作品を

制作してきた。その過程において３Ｄプリンタは

自分の描いたものを制作することができること

や私たちの生活を支援するパーツが制作できる

というメリットと武器など人を傷つけるような

ものが誰でも簡単に作れてしまうというデメリ

ットの両面を持ち合わせていることを再認識し

た。また、造形物が何らかの理由によって、低品

質になってしまうことがあった。原因の一つとし

て、外気温があげられる。対処法として、３Ｄプ

リンタの周りを囲むほか、プリンタ自体を暖かい

場所に設置する。そして、日常のメンテナンス、

Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸を手動操作し、フィラメント送

り、テストプリントをするなどの必要性を感じた。 

 

６ 課題 
思ったように、データが読み込まれていなく、

出力が不十分なところがあった。また、３Ｄプリ

ンタの機能を十分に理解していないところがあ

り、不具合が生じたとき、すぐに対応することが

できなかった。そのため、卒業までにはマスター

できるようにしたい。 

  

７ 感想 
 初めて３Ｄプリンタを扱うことの難しさを痛

感した。しかし、何度も何度も試行錯誤を繰り返

しすることによって操作する上でのコツを掴む

ことができた。また、研究当初はスライサーソフ

トの操作方法がよくわからなく苦労することが

あった。３ＤＣＡＤソフト Fusion360から読み込

んだデータをスライサーソフトで出力させると

初期段階では作品が立った状態であるため、モデ

ルを回転させる作業が私にとっては難しかった。 

しかし、追求心や探求心を磨くことができた課題

研究であった。 

 


